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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　1,621件　（九州　50件　、九州以外　1,571件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
海　　外　　14　件

安全　　防災　　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　合流式下水道において、公共用水域における雨天時未処理汚水による水質汚濁、悪臭の発生及
び公衆衛生上の観点から、大きな問題となっている。合流式下水道緊急改善事業においては、当面
の改善目標として①汚濁負荷の削減、②公衆衛生上の安全確保、③夾雑物の削減の3つの事項が
定められている。このうち夾雑物の削減に関しては、スクリーンなどの技術が従来使用されている
が、費用、施工性及び維持管理性などの課題で、実績が多いとは言い難い。
　このため、水理学的な機構を利用することで、無動力で施工性・維持管理性もよい水面制御装置の
開発を行った。

　水面制御装置は、合流式下水道の既存雨水吐き室内に設置し、雨天時に越流する未処理下水に
含まれる夾雑物が、河川等の公共用水域に流出することを防止するために設置する。
　ガイドウォールにより汚水流出管渠の近傍に誘導された夾雑物は、制御盤の後方に発生する渦に
吸い込まれ、汚水流出管きょに取り込まれる。
(1) ガイドウォール：ガイドウォールは、浮遊性夾雑物が越流水とともに放流されることを防ぐととも
に、夾雑物を汚水流出管きょ付近に誘導する。
(2) 制御板：雨水吐き室内の汚水流出管きょ管口付近に渦流を発生させ、雨水吐き室内に浮遊する
夾雑物を汚水流出管きょへ引き込むために設置する。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　夾雑物捕捉値(SRV)：33.1%～99.3%
　
　SRV：夾雑物流出抑制の改善率を表わす指標。
　　　　（※SPIRIT21における目標値は、SRV 30%以上の除去率であった）

４．技術の適用範囲

(1) インバートとガイドウォールの最小離隔を150mm以上確保できるもの。
(2) 汚水流出管きょが雨水吐き室の側壁に接続するもの。
(3) 汚水流出管きょと合流管きょが近接して接続されていないもの。
(4) 流入管の管底高が越流堰の天端高より低いもの。

２．技術の内容

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表


